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柏、子室の微気象 lこついて

Iwao 0'1'" : Some Observation宮 of Microclimate in Glass-Room. 
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本紙27は7，íí'ì子主の内部の気後を，時場にJEける一般気後と比松し，硝子室の特色をm，l，j査した

ものである。

I 調査の目的

--)Jえに硝了自室は， 1'1古物 tど栽J-Frするときにl:IJ雪が当らなし、ょう， しかもそのたの条件は野外と

変らないように lしようとする 11 ['1'0 で{~FlJ されているが，これをど使)1) ずる引合に気象状態が野外

!防災、部・気象xび風~tii何百三員
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第 1 図研~子室の{立h"'l:及び構造

4主

Jt ~刷 1寺1 伶l

索(盈)j骨l

とどの fな5I4るカミ，又その内制\1乙

沿いて場所による;fW主がどのく

らいあるかを ):11つてゐくととは

必要なととである。 しかしまだ

硝子去の気象は充分調査されて

いないので， これを l リj らかにす

る! I 的を以って本場の西部jにあ

る硝子世につき!肝不1126年 2JJ よ

り 27:-: ，ミ 1 H まで 1 ヶ年1i\J にわた

り気象観測を行い調査した。

Il 硝子室の位置及び獄態

a l，ií'ì了・虫の位世(i:{D 伏|参

HH) 

イ三創立!IJに f!1!:川した1ií'j子?立は 1本

業l試験11，)内回41i，気象観jJ[lJ路上誌

の市THI叫が) 90m に位世し，北

側にはが) 30m を距てて樹令

50/'1三位J?' :j 14m のアカマツ，

ヒメコマツ， ヂョウセンゴョ

ウ， クリ今与の見本本主があり， 11i 

方は約 18m距てて樹令 35 11:' ，

松J'?':j 10m のトネリコパノカエ

デ二 ヒメコマツ，アカメカ♂シワ

等があり， :m:1!lJJには約 9m h'l~て

て同:11:;)ミの硝子宝があれ回方

には幅約 20m のl'iî:J:f!lを距てて

汁合がある。従って本イîn子宝の位置は概して通風良好， 日 H~t充分， J:吃湿の泊当な川ーを選んで、

ある。

b 硝子宗の状態(第 1 図参JITO

本市子室のt-{，t誌は両屋根式で、南北に細長く， 東西1<:面してむ札 泊J!li\は東西の下問式の天

窓p 横窓 ， lI!t窓並び、i亡市北の問罪によって行われる。な台本硝子室は昭和 26 年 1 丹新築完成
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のもので観測!日目的当初の 2 Jj ~3 J1 は室内一杯にトロッコがI十I北に 3 ダIj ~L.\I('. び， 4 }j-y 11月は

東側のトロッコには ftri斜床が 3 出å'，中央には少数のノk耕栽ム庁mのポット ， V[j{!1~ Iζ は多数のやは

り水耕栽土庁川のポットが白かれp 四側のものだけは恩間晴天のときに仙沼により京外に 11\して

あった。 12 月 ~lnは上記他物はトロッコj二(日さ 0.7111) に置かれたままであった。

c 窓， U!\の Il:~1羽状態

2 月 ~- 4 )j 12 l� 志， &1\ともに全部I~J じる。

4 月 1811 ~ 7 IJ上旬 天窓は毘夜ii \lとも I~Jめて他は恩1m聞け夜11\1は IXJめる。

7 n 1j 111J~ 9 ))1511 思夜IHJ ともに Dr.J ける。

9 月 1GII ~1011]3FI 天窓は恩夜il\J とも ì~Jめて他は嵐il日間jけ夜II\Jは閉める。

10月 14 日 -11月上旬 天窓及び、m窓は恩夜il\J とも l羽め市北の扉のみ恩1 i1J1土 I JiJ ける。

1111 上旬~ 全7午r;r1Jめる。

各窓を|リjけたときの角度は

プ〈芯では 約 30 0 tllf窓J: ， .F ともに約 300 民主;約 40 0

な本， ，昨j:IJのさいは泊10去を閉じた。又台風 J!- - スの泊過した 10 IJ 15 r I は終日，窓，

罪は閉じたままであった。

目 観測した気象諸元及び観測の方法(消 2 凶参!!日〕

石町子宝と野外(古畑内の気象在!ìi!!IJ時#%)でiHlJ定した気象誠元は地上 1111 の気泊・湿度・最

高及び、最低気i品!・蒸発~fL\l立ぴに地問である。 石n子室内のfiJW !l1場所としては， 市北川の qlj.と部

で幾分東寄りのトロッコの 11\1隙を選ぴp 高さはトロッコ上のポットの高さに一応主~rWを泣いて

1m とした。観iJliJ器材は出気のわtê辿のよいように透しの枠の[-.に泣き p 特に感応部に円射が山

妓あたらないよう主として東，市， F止の三mTを 15 C111 h'l!てて nエナメルを塗ったトタン叔

で遮蔽した。
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第 2 図日]子室内のím測船材 なま'0:， I l[ lt~;地f ，~ìt;~-lーはイîl}(tn を防ぐためとの枠の下に立世

した。

観iJllj諸元，部Ijii.の位世，l(~び、に使JJj観測持材は ，;j~のとた

りである。

気 iK� 士山上 1m :i1!Q在i~1 記端医;\1"

批;t':j及び故低気it;ìl " ラサフォード;:\; , t゚Uli. 
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な会以上主jì;べたうち，白記;\"1 によるものを除いて全部，何 [1 午前10時の 1 [til tfJl ìJll j を行ったυ

な主?との外， 1l!:tか冬季の 2 nlilJではあったが附子室内のi純度分布を熱電対iJ(~t度 îÎ十で別わにしたν

W 観測の結果

1 気 i.1'il

a 気i肢の rl 変化(気温のJ1))1j乙1~j:f，J 11 変化を示せば~'~ 3 閲の立11 し〉

第 3 図 !I，~度，犯度の日生化
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(1) 冬季 (12 ， 1 , 2 月〕

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 
-一ー一一- 'it 肘

日の出前まで気協は主内も野外もほとんど I'ÎJiMWt まで降っているが日の!日後は!剃刊

の方が野外より平く弁論[し， 日中はやっと岩内がF3113で、ある。との差は 12， 1 )]よ

り 2 月の方がえさく， 2 月の 14 時の気温を比;1交すると p 野外の 8 0C に対して!去内

は 18.8 0C に j主~~， との~f~はlOoC 以J-J乙むよんでいる。

(2) 春季 (3 ， 4 , 5P!) 

との季の特徴は p 毘1111は勿論高いが夜11\1 も虫内ががJ 2 0 C 野外より高いことであ

る。また毘川のfm度設が 3 ， 4 , 5 月と n を辿ってノトさくなっているのは，窓やiJï:\の

開放状態の.;f:fli主によるものと認められる。

(3) 夏季( 6 , 7. , 8 月)

7 , 8 月の夜!illの気慌についてみると p 室内と野外との主主はほとんど認められな

い。ととろが 6JJ はやはり室内が高温である。との泣いは p やはり窓のD;j1JÝ:.状態のl;U

遣によるものと組められる。 7 ， 8 月のように全部開放してたいても， fl rl' お:ゐ'-t-:iKìl

が野外より 3 0C 内外目立iいのは， 1 if:1 らかに 1íí'j'子虫の引H:!J:といえよう。

性) 秋季 (9 ， 10 ， 11) 1)

9 , 10 月は 7 ， 8 )Jと窓や扉の間間状態に主があったが， 王子均日変化では大差な

い。 11 月は全部閉め切ったととが効いて，夜1111 も宝ililがやや高(， 毘11\)の温度差は

扉を悶いていたときより大きくなり約 5 0C に注した。

これらのととから，石町子主内の気i胤は，窓や扉を全部/};~放したときに p 夜間は外気

i院とほとんど等しくなるが恩11\1は一宗内の方がなゐ常に高加で， jl立高気温の現われる

14 fI寺町iには，外気視との~(fが約 3 0C あるとと，春先に窓や5Jlを創刊しめてむくと p

215.均して日中の温度差は， 10 0C 以上I亡述し，夜間も室内が若干高悩であるとと，冬

季は全部閉じても夜間の室協は野外の気沼と同じ位に降るととがわかった。

b Ei+均気fE1の変化(日平均気慌の変化を月別に示せば第4 図の如l し)

日平均気f肢の変化をみると天気変化のお響が強〈現われている。
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第 4 図 日平均気温及び湿度の~化
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9 FJ 10 月

11 12 月

c 毎日最高，政1，lí;気治!及びその変化(毎日 i向I~~:j ，枇低気i!{ìl.の変化を月別に示せば第 5 閣

の如し〉

最低気温は 3FJ より 6)] にかけては硝子室内がややおく p 時には 4UC 1出Í'外より高

いとともあるが，その他の nには大した泣いはなかった。しかし最高気温について訓べ

てみると，晴天時にむける気温の上昇は稲子宝に沿いて側めて大きく p 特に 3 J:) には野

第 5 図 毎日;最高，最低気自il のz:2化
月 2 月

Z 4 6 ﾟ 10 12 J~. l'i I ﾔ 1つ 22 2tI 26 25 30 
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{尚子室の微気象について (太旧) - 95 ー

外によじして 20 0C 以一l二も jf' :j l 、ことがしばしばあった。 芯;ゃ 1;\が::1:1V!)閉ざされてゐし

野外の)且.I，iiliが大きし、ときは，主内の故r，:J気'ÌI乱は i詳しく高く，夜川はかえって故低気慌が

野外より低くなる傾向がある。窓やm二が開放されているときは p との傾向は相当弱めら

れる。

;J.;~， nTkの場合は室内外のjBl皮~rEが非常

に小さくなる。

d 気温の年変化気治[につき，各月の故山i

:;1立に故{止の極， 1-手口最高並iこ 11訂正の JH主.l{J

及び、 JJ平均気 iJfìlの l/')'.II\Jの変化を図示すれ

ば第6 図の女fIし。

2 温度

a 湿度の H 変化(湿度の月日Jj 'I'-均， fl 変化

を示せば出 3 図の~fIし)

"rli\Jを通じ，日の/1'，後しばらくすると

(との時i l\ Jは季節的により長院があるが)，

宗内の湿度は好外より低くなり， H没少し

前より翌i川までは逆に(l':J くなる。その程度

は季節によって杯li主がある。

b 1 1 "I;.Þ勾湿度の変化( fl"l三均湿度の変化を

第 6 図

各月の最高，最低の憧，毎日

最高並に最低の月平均値及び

FJ 平均気1111 の年没化

il 20 

肘ーも最低の平均

乍}最低の版

第 7 図 蒸発足のき主化 (mm)
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- 96 ー 林業試験場研究報告第 59 号

月別に示せばt:f54 図の如し)

気制と同様に天気の変化の影響が強〈現われる。

c 天気及び風による湿度の変化

一般に風聞に沿いで快晴のときは室内の湿度は野外より低くなり，ClL雨天のときは高

くなる。叉夜11\1風の強いときは，室内の湿度は野外より著しく高い傾向が認められる。

3 蒸発量(毎日の蒸発荒を月別に図示すれば抗 7 図のおI し)

蒸発景は硝子室では一般に野外l亡比し少〈風の強いときは特に著しくなる。しかし天

気がよく室内の気温が著しく昇るときには，附子宝の方が多いととがある。

曇，トIJ天の時は差が少い。

V 硝子室内の温度分布

拍子室内に配置された植物の環境がその位置によってどの位異なる気視下にあるかを知る目

的で，室内の気温分布を熱電対温度計で毎時測定した。測定したのは H師1126 年 3H3 日 12 時

第 8 図 硝子室内各高さにおける気温の定化

H 3 日"- 4 日
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室内東側天井の中央で硝子商よ

り約 2cm 離れて高さ 4.0m 

観測の討l':tl~を示すと 1:f~8 ， 9 閣

の J!n し。

観1Jlljの結果判明したととは 17

時頃から型臼 8 時頃までの間i亡ゐ

いて，向子宝中央の各高さ及び，1ií'I

子商近くの各気温の変化が， 1可t少の1ITìl.1主主で非常によく似ているとと p 日中は地表面より

1.5m 以上の高いところが， それ以下上り高加であるが夜II\Jは大体とれと逆の傾向が認めら

硝子室の微気象について (太田)

�(;: 9 図 各高さにおける気温の愛化
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97 一一

から 4 日 12 時までと， 3 月 8 fl 

12 ß寺カ込ら 9 日 1211寺までの 21n l

で，天気のよい日であった。各窓

や房は全部閉じであった。測定し

た位置は火の通りである。

室内 ιl'火ーでの地上高さ 1.0m 

(とれだけは Fi一泊の硝子製il~'1

度言 l で 1l!1J定した)

室内中央での地上高さ 1.5 

か 2.5

η3.5 

か 4.5

他に室内東側横;会;の II~央でオií'rr

両より約 2cm 離れて高さ

1.8m 

n
d
毘
遭

っ
L
t
l

れたとと(とれはトロソコの({-庄が影響していたためと考えられ之) , 及び、硝子而近くの気叫

が室の中央にゐける気温よりも 2-3 0C 低いととであった。(第 8 ， 9 ， 10 図参JlH)

刊結 論

とれまでに述べた如く附子室内の気象は窓や扉の問問状謹及び天気によって野外と種々異な

るとと，また位置による MI遣も大分わかったので， ;;ii'ì子宝を使)1]ずる場合はとれらの特徴をよ

く巧庖し，その使用目的にそうよう p 窓や扉の問問状態を埴当に調節しp また中に置く植物の

配置を適当にかえるたどの措置が必要で、あると思われる。
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第 10 凶 {拍子室内の気目111 活 i江分布

Id 16 

3~8 日 ~9 日
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←_，寺町制

~(多りに凶11み観~JlIHこ itP1lii'，'(を与えられた塘隆1)11主1-'r:及び飢ìllilに従事された林敬太技什， 11力子益

川交子氏並びに種々 ia:iJ教:示をよらjわった武田京一技行， /ifí]J:，F夫技官に!手〈感謝の立を去する。
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Some comparisons of the microc1imates in the glass-room and in the field 

were obs靡ved during the period of one year from February 1951-
The microclimates in the glass-room differred from those in the field according 

to opening conditions of windows and doors of the glass-room and weather 
conditions, and each position in the glass-room showed diff駻ent microc1imatic 
conditions. For the proper use of gl�.ss-room it is nece宮saryJo con'crol adequateｭ

ly the opening conditions of windows and doors and to adequately shift the 
a汀angement of plants. 


